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これに対し、仮想化環境では、仮想ハードウェアで動作する、OS、アプリケーシ
ョンをエクスポートし、仮想イメージとして１つのファイルに置き換える事が可能
で、環境移行時には仮想イメージを新しい仮想ハードウェア上にインポートする事
で、環境移行が完了します。

仮想化イメージのコピーで環境移行
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図10.1.3　仮想化技術を活用したシステム再構築

リソースの効率的な利用
物理サーバ上に導入されるシステムの場合、システム利用ピークの負荷に合わせ
て、ハードウェア性能の要件を決定し、システムを構築します。
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アクセス数増加を見込んでサーバーを増設&システム再構成した

図10.1.4　物理サーバでのシステムピークに合わせて構成変更




